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研究成果の概要（和文）：本研究では「ヒトが他者の視知覚を推測する際には、自分自身の（脳内）初期視覚シ
ステムを使う」という仮説を心理物理実験により検証した。なお、検証には運動残効と呼ばれる現象を利用し
た。心理物理実験では、まず、「自分自身が運動刺激を見た後には、自分の見た運動刺激に応じて運動残効が起
こる」ことを確認した。次に、「他者が見ている運動刺激を推測する課題において、他者の見た運動刺激に応じ
て運動残効が起こる」ことを発見した。この結果は、「運動残効は脳の初期視覚システムで起こる」という先行
研究の知見と併せて、「ヒトが他者の視知覚を推測する際には、自分自身の初期視覚システム”を使う」ことを
示唆するものである。

研究成果の概要（英文）：In this study, by using psychophysics behavioral experiments, we tested the 
hypothesis that one utilizes one’s own early brain visual perception systems to infer others’ 
perception. For this purpose, we exploit a famous phenomenon in visual psychology, called “
motion-after-effect”. In our psychophysics behavioral experiments, we first confirmed that 
motion-after-effect occurred when human participants saw motion visual stimuli by themselves. Next, 
we then found that the motion-after-effect also occurred when the participants infer others’ 
perception about motion visual stimuli. These findings, together with the well-known fact that 
motion-after-effect occurs at the early visual perception systems, suggest that humans employ their 
own early perception systems to infer contents of others’ perception.

研究分野： 社会神経科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ヒトは社会的動物であり、他者との協調なしには生きていけない。互いに協調することで、我々は社会を発展さ
せてきた。他者とうまく協調するには、他者の感情や意図、好み（選好）や価値観などの心理状態・傾向を正し
く推測する必要がある。本研究では、これまでの研究であまり注目されてこなかった「他者の視知覚の推測」に
新たに焦点を当てた。我々の研究では、「ヒトが他者の視知覚を推測する際には、自分自身の（脳内）初期視覚
システムを使う」ことを示唆する結果が得られた。他者の視知覚の推測を支える脳メカニズムを明らかにするこ
とは、ヒトが社会の中で「他者と“どのように”協力するのか？」の一端を解明することに繋がり得る。



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	
１．研究開始当初の背景 
ヒトが円滑な社会生活を営むためには、他人が「何を見て、何を感じて、何が好きで、どう判
断するのか？」を適切に推測することが不可欠である。これらの能力は「共感（Singer et al., 2004）」
や「こころの理論（Saxe, 2006）」と呼ばれ、ヒトが他者とうまく協調して生きて行くのに重要な
役割を果たすと考えられている。近年の社会神経科学・社会心理学の進歩によって、「ヒトが“他
者が何を感じているのか？”や“他者がどう意思決定するのか？”などを推測する際には自分自身
の心理・神経システムを使っている」というアイデアが主流になりつつある（Singer et al., 2004; 
Suzuki et al., 2012）。一方、これまでの研究では、「ヒトは“他者が何を見ているのか”をどう推測
しているのか？」についてはあまり注意が払われてこなかった。つまり、「ヒトが他者の視知覚
をどのように推測するのか？」については、ほとんど分かっていない。 
 
２．研究の目的 
本研究の最終目的は「ヒトが他者の視知覚を推測する際には自分自身の視知覚システムを用
いる」という仮説を、心理物理実験と機能的磁気共鳴脳イメージング（functional MRI）、最先端
のデータ科学手法（脳情報デコーディング）を組み合わせて検証することである。実際のプロジ
ェクトでは、より具体的な仮説として「ヒトが他者の視知覚を推測する際には、自分自身の（脳
内）初期視覚システムを使う」を打ち立て、心理物理実験を用いて検証した。 
なお、検証には運動残効（Motion aftereffect）と呼ばれる現象を利用した。運動残効は「一定方
向に動く視覚刺激を見た後に静止した刺激を見ると、最初に見た刺激とは逆の方向に動いてい
るように見える」という現象のことであり（例：右に動く縞模様を見た直後は、静止画が左に動
いているように見える）、脳の初期視覚システムで頑健に起こることが知覚心理学・神経科学の
分野で広く知られている（Anstis et al., 1998）。 
 
３．研究の方法 
上記の仮説を検証するために視点転換課題（Visual Perspective Taking task）とランダム・ドッ
ト・モーション課題（Random Dots Motion task）を組み合わせた新たな心理実験パラダイムをデ
ザインした。 
(1)  この実験では、被験者はまず、「運動刺激（ランダム・ドット・モーション）を自分自身で
見る（Shadlen & Newsome, 2001）」という課題を行なった。 
(2)  次に、「他者から見た運動刺激（ランダム・ドット・モーション）の方向を答える（視点転
換）」という課題を行なった。この課題では、被験者は他者の視点から見た運動刺激の方向を答
えた後に、自分で別の運動刺激を見てその方向を答える。このデザインにより、他者の視覚刺激
を推測するという行為が自分自身の視知覚に影響を与えるか否か（運動残効が起こるか否か）を
検証することができる。 
 
４．研究成果 
 
(1)  まず、「ランダム・ドット・モーション課題において自分自身が運動刺激を見た後には、自
分の見た運動刺激とは逆方向の運動残効が起こる」ことを確認した。これは先行研究の追試に相
当し、実験課題の妥当性を担保するものである。 
 
(2)  次に、他者が見ている運動刺激の方向を推測する視点取得課題のデータを解析した。その
結果、「他者の視点から見た運動刺激の方向を答えた後に自分自身で運動刺激を見た場合、他者
の運動刺激と逆の方向に運動残効が起こる」ことを発見した（図１参照）。この知見は「（自分自
身で運動刺激を見た後だけではなく）他者の運動刺激の方向を推測した後でも運動残効が生じ
る」ことを示す。 

 
図１．縦軸：被験者が「自分自身が見た運動刺激の方向が右である」と答えた比率。横軸：被験
者が実際に見た運動刺激の強度（正の値は右方向、負の値は左方向を示す）。なお、赤の点と線
は「（直前に見た）他者が見ている運動刺激が左だったケース」、青は「（直前に見た）他者が見
ている運動刺激が右だったケース」を表す。 
 
上記の結果は、「運動残効は脳の初期視覚システムで起こる」という先行研究の知見（Anstis et al., 



1998）と併せて、「ヒトが他者の視知覚を推測する際には、自分自身の“（脳内）初期視覚システ
ム”を使う」ことを示唆するものである。他者の視知覚の推測を支える脳メカニズムを明らかに
することは、ヒトが社会の中で「他者と“どのように”協力するのか？」の一端を解明することに
繋がり得る。 
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